
 

 

 

携帯電話等高度化委員会報告（案）に対する意見募集の結果及び 

意見に対する考え方 
（募集期間：平成 23年 12月 28日（水）～平成 24年１月 26日（木）） 

 

提出された意見 意見に対する考え方 

（意見１） 

GSM を検討に加えるべきと考えます。 

旧世代の技術である GSM を今さら検討することに異論は

ありましょうが、これによって、ることで、インバウンド・

ローミングのほか、海外向けに開発された携帯電話機を国内

で使う道が開けることになります。 

これは、あくまで旧世代方式との互換性のための帯域割当

であるため、付与する帯域は必要最小限に留めることを前提

とすることになります。 

 

（意見２） 

報告書の巻末に、参考文献一覧を記載すべきです。 

この報告書が、既存の文献を一切参考にすることなく作成

されるのであれば、参考文献一覧は不要ということになりま

すが、そのようなことはないはずです。 

例えば、28ページ目を見ると「3GPP TR25.814v7.1.0」が

用いられていることがわかります。 

こういった参考文献を、巻末にまとめて一覧にしていただ

きたいということです。 

この報告書に限らず、政府の報告書や答申書は参考文献一

覧が記載されていないものが多く見受けられますが、今後は

巻末に記載することを原則とするよう改めるべきであると

考えます。 

【個人】 

ご意見のうち、通信方式に関し

ましては、本委員会におきまして

関係者からの意見の聴取等を実施

した結果、GSM方式についての意見

等は提出されませんでしたので、

検討対象とはしておりません。 

参考文献一覧に関するご意見に

つきましては、今後の報告書等の

体裁の改善に関する貴重なご意見

として、参考とさせていただきま

す。 

意見公募対象である「携帯電話等高度化委員会報告（案）」

に記されている、700MHz 帯を使用する移動通信システムの

技術的条件は、周波数の近接する他無線システムとの共用検

討結果を反映しつつ、国際的な周波数ハーモナイズも考慮さ

れた内容となっており、適切であると考えます。 

今後、本技術的条件に基づき、技術基準が速やかに整備さ

れるとともに、700MHz 帯の周波数割り当てが迅速に行われ

ることを希望します。 

【株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ】 

本報告（案）への賛同意見とし

て承ります。 

今後の通信インフラの要となるワイヤレスブロードバン

ド環境の実現に向けて、また貴重な資産である周波数の有効

利用の観点から、現行地上デジタル放送サービスとの両立性

を確保することは重要な課題と理解しております。 

その点で 700/900MHz 帯を有効利用するための技術的条件

本報告（案）への賛同意見とし

て承ります。 

なお、TV放送サービスへの受信

問題が確認された場合の対策の実

施に関するご意見につきまして

は、本報告（案）は、テレビ放送
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に関しての詳細な検討に御礼申し上げます。 

報告（案）には、「TV 放送との干渉検討結果まとめ」とし

て現行放送サービスへの受信干渉問題が確認された場合、

「対策の実施に当たっては、干渉発生事例毎の状況、環境や

マージン等を考慮し、関係者と対策に関する調査方法、費用、

調整方法等を協議、検討する必要がある。」と記載されてお

ります。 

具体的な対策の実施にあたってはテレビ放送サービス受

信者に負担のかからない手法での対応や制度整備が講じら

れるようお願い致します。 

【一般社団法人電子情報技術産業協会】 

サービス受信者の負担軽減の必要

性を認識し十分に配慮した検討結

果となっておりますが、今後の運

用や制度整備等に関する貴重なご

意見として、参考とさせていただ

きます。 

700MHz 帯を使用する移動通信システムの技術的条件を示

した｢携帯電話等高度化委員会報告（案）」に対して意見を提

出する機会をいただき大変感謝いたします。 

エリクソン・ジャパン株式会社は、APT（アジア・太平洋

通信共同体）報告書が示し、現在 3GPP で議論中の FDD 周波

数アレンジメントと整合して、日本において 700MHz 帯で高

度携帯電話システムの展開を可能とする本報告案を歓迎、支

持いたします。 

一方、報告書案が示す周波数アレンジメント（30MHz x 2）

は、APT 報告書の FDD アレンジメント（45MHz x 2）のサブ

セットとなっています。 

周知の通り、700MHz 帯は移動通信システムに非常に適し

た電波帯であり、非常に貴重な無線資源です。 

スマートフォンなどの高度端末の増加にともない移動通

信トラフィックが急速に増大する今日、この帯域のできるだ

け多くの部分を携帯電話システムに利用することにより大

きな社会的・経済的な効果が期待されます。 

したがって、将来周波数の差分（15MHz x 2）が移動通信

サービスに利用可能となる、もしくはその帯域の周波数利用

効率が想定外に小さいことが判明した時は、その利用目的を

見直し、700MHz 帯の周波数アレンジメントを APT 報告書の

FDDアレンジメントと完全に整合させることを検討するべき

と考えます。 

【エリクソン・ジャパン株式会社】 

本報告（案）への賛同意見とし

て承ります。 

なお、ご意見のうち、国際的な

周波数配置に関する整合性につき

ましては、本報告（案）は、我が

国における電波の利用状況を鑑

み、それらに十分に配慮した検討

結果となっておりますが、今後の

電波の有効利用に関する貴重なご

意見として、参考とさせていただ

きます。 

今回の報告(案)に賛同します。 

しかしながら、周波数の国際的協調と国際調和の観点で

は、わが国だけが、ITS を 700MHz 帯に割り当てており、ま

た、TV 放送が 710MHzまで割当てられており、AWGの 700MHz

周波数割当とは完全に整合が取られておりません。 

周波数有効利用の観点から、将来 ITS や TV 放送帯域の

51-52Ch (698-710MHz)の使用状況が低い場合には、帯域割当

の見直しを行い、これらの帯域も国際的に大幅なトラヒック

の伸びが予想されているモバイル事業に活用されるべきと

考えます。 

【クアルコムジャパン株式会社】 

本報告（案）への賛同意見とし

て承ります。 

なお、ご意見のうち、国際的な

周波数配置に関する整合性につき

ましては、本報告（案）は、我が

国における電波の利用状況を鑑

み、それらに十分に配慮した検討

結果となっておりますが、今後の

電波の有効利用に関する貴重なご

意見として、参考とさせていただ

きます。 



 

携帯電話等高度化委員会報告（案）に賛成いたします。 

本報告（案）は、周波数再編によって移動通信システム用

周波数帯の新たな割り当てを実現する技術的条件等が示さ

れており、3.9世代移動通信システムの早期導入を可能とし、

周波数の有効利用が図られるものと考えます。 

【ＫＤＤＩ株式会社】 

本報告（案）への賛同意見とし

て承ります。 

同報告書の第 2 章 「700MHz 帯を使用する移動通信シス

テムに係る干渉検討」において、当該周波数帯を移動通信シ

ステムに使用することよる地上デジタルテレビ放送視聴世

帯への影響回避策としてフィルター追加などの対策が必要

なことが記載されている。 

一方、地上デジタルテレビ放送から移動通信システムへの

干渉軽減手段として、地上デジタルテレビ放送設備へのフィ

ルター追加対策などが挙げられている。 

これらの対策の実施は、運用中の地上デジタルテレビ放送

の視聴、及び、地上デジタルテレビ放送事業へ影響を与えな

いことが前提であり、報告書に課題として述べられているよ

うに、影響規模の調査や実施方法について、関係機関と十分

に協議の上で、混乱を生じないような施策がとられることを

期待する。 

【株式会社フジテレビジョン】 

700MHz帯を使用する移動通信シ

ステムと地上デジタルテレビ放送

との相互の与被干渉による影響へ

の対応施策につきましては、本報

告（案）は、それらの必要性を認

識し十分に検討した内容となって

おりますが、今後の運用や制度整

備等に関する貴重なご意見とし

て、参考とさせていただきます。 

 


